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2026（令和 8）年 3 月 13 日 

科学技術振興機構（JST） 

 

国際科学技術協力基盤整備事業「日本‐台湾研究交流」に 

おける新規課題の決定について 
 

JST（理事長 橋本 和仁）は、国際科学技術協力基盤整備事業「日本－台湾研究交流」注１）に 

おいて、台湾行政院「国家科学・技術委員会（NSTC）注２）」と共同で「AI システム構成に資する

ナノエレクトロニクス技術」領域に関する研究交流課題の募集および審査を行い、新規課題の採 

択を決定しました。 

今回の研究交流課題の募集では 21件の応募があり、これらの応募課題を日本側および台湾側の 

専門家により評価しました。その結果をもとに JST および NSTCが協議を行い、研究内容の優位 

性や交流計画の有効性などの観点から、日本と台湾がともに支援すべきと合意した 5件を支援 

課題として決定しました。日本側と台湾側ともに令和 8年 4月に支援開始を予定しています。 

研究期間は支援開始から 3 年間の予定です。 

 

注１）国際科学技術協力基盤整備事業「日本‐台湾研究交流」 

2007 年 9 月に JST と NSTC の前身である「国家科学委員会（NSC）」の間で覚書を締結しま

した。JSTと NSCは、2008 年度（平成 20年度）に「ナノデバイス」領域の研究交流課題の

共同公募を実施して以降、「バイオエレクトロニクス」領域、「バイオフォトニクス」領域

で公募を実施しました。2014年（平成 26年）に NSCの台湾科技部（MOST）への改組に伴い

JST との協力も MOST に引き継がれ、JST と MOST は、「IoT のためのセキュリティ技術」領

域、「セキュアでディペンダブルな IoT ポータブルデバイスのための研究」領域、「超高齢

社会における高齢者のケアと支援のための ICT」領域、「AIシステム構成に資するナノエレ

クトロニクス技術」領域で公募を実施してきました。2022年（令和 4 年）に MOSTの NSTC

への改組に伴い JST との協力も NSTC に引き継がれ、2023 年（令和 5 年度）及び 2025 年

（令和 7年度）に「AIシステム構成に資するナノエレクトロニクス技術」領域で公募を実

施しました。 

日本‐台湾研究交流ホームページ URL： 

https://www.jst.go.jp/inter/program/kiban/gather/taiwan.html  

 

注２）台湾行政院「国家科学・技術委員会（NSTC: National Science and Technology  

Council）」  

NSTC は、台湾科技部（MOST）が 2022年に改組されて発足した機関です。改組により、MOST 

が担っていた科学技術発展の促進、学術研究支援、サイエンスパーク発展に加えて学術研

究と産業発展のさらなる連携を促進し、科学技術発展に尽力するファンディング機関とし

ての機能を果たしています。  

URL：https://www.nstc.gov.tw/?l=en 

https://www.jst.go.jp/inter/program/kiban/gather/taiwan.html
https://www.nstc.gov.tw/?l=en
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＜添付資料＞ 

別紙 1：国際科学技術協力基盤整備事業「日本‐台湾研究交流」新規課題 一覧 

別紙 2：国際科学技術協力基盤整備事業「日本‐台湾研究交流」評価委員（日本側）  

一覧 

参考：国際科学技術協力基盤整備事業「日本‐台湾研究交流」新規課題の採択に関して 

 

＜お問い合わせ＞ 

＜事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 国際部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町 K’s五番町 

白石 淳子（シライシ ジュンコ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：kokusatw@jst.go.jp 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあ

またの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。JST は、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究

戦略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファ

ンドの運用など。JST は荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を

支えながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

JST は、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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国際科学技術協力基盤整備事業 

「日本‐台湾研究交流」新規課題 一覧 

 

課題名 

日本側 
研究代表者 

所属・役職 課題概要 
台湾側 

研究代表者 

1 

メタニュー
ロン：多層
結合型メタ
フォトニク
スによる脳
型知能 

高原 淳一 
大阪大学  
大学院工学研究科  
教授 

日本の強みであるメタマテリアルの設計・作製
技術と脳型計算の基礎理論、台湾の強みである
非線形光学と神経回路シミュレーションを基
に、メタフォトニクスに基づいたフォトニック
ニューロンの実現を目指す。 
熱光学効果や非エルミート系等の非線形光学応
答による（1）単一ニューロンを模倣したシリコ
ンメタ原子、（2）メタ原子を組み合わせた
CRIREL（Coupled Recurrent Inhibitory and 
Recurrent Excitatory Loops）回路となるメタ
分子、（3）メタ分子を組み合わせた脳活動を模
倣できるメタサーフェスの作製を実現する。こ
れらのシステムは、並列処理やセンサー内エッ
ジコンピューティングへの応用の可能性があ
り、ハードウェアとアルゴリズムの両レベルに
おいて人工知能研究にブレークスルーをもたら
す。 

朱 士維 
国立台湾大学  
物理学系 
教授 

 

課題名 

日本側 
研究代表者 

所属・役職 課題概要 
台湾側 

研究代表者 

2 

AI を利用し
たインテリ
ジェント
ゲートドラ
イバによる
高性能 AI
サーバ用電
源モジュー
ルの実現 

高宮 真 
東京大学 
生産技術研究所 
教授 

本研究は、AIサーバ向けに高効率かつ高信頼性
の次世代電源供給システムを実現することを目
的とする。具体的には、日本側チームは、SiCお
よび GaNデバイスに対応したアクティブゲート
ドライバと短絡保護回路の開発を行い、台湾側
チームは、PFC （Power Factor Correction）回
路、LLC共振コンバータ、48V-1V DC-DC コン
バータなどの高効率電源モジュールの設計およ
び制御 ICの開発を行う。日台両チームによる共
同研究を通して、AI サーバやデータセンター向
けに、小型・高効率・高電力密度を兼ね備えた
電源システムの実現が期待され、将来的なエネ
ルギー消費削減や AIインフラの持続的成長に貢
献することが見込まれる。 

陳 柏宏 
国立陽明交通大学 
電機工程学系 
教授 
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課題名 

日本側 
研究代表者 

所属・役職 課題概要 
台湾側 

研究代表者 

3 

AXAu：補聴
器向け先進
AI 駆動型
オーディオ
超解像のた
めの省エネ
ルギーかつ
柔軟なアク
セラレータ 

ファム ホア
イ ルアン 

奈良先端科学技術大
学院大学 
先端科学技術研究科 
助教 

本研究は、補聴器向けオーディオ超解像処理を
実現するため、省エネルギー型で柔軟な AIアク
セラレータを開発することを目的とする。具体
的には、日本側チームは低消費電力で CGRA
（Coarse-Grained Reconfigurable Array）ベー
スのハードウェアアクセラレータの設計・最適
化を行い、台湾側チームはハードウェア上で効
率的かつ高精度に動作する AI モデルの小型化・
改良を行う。日台両チームによる共同研究を通
して、補聴器向け AIモデルのための次世代ハー
ドウェア基盤の実現を目指すとともに、省エネ
ルギー型 AI技術の社会実装への展開が期待され
る。 

阮 聖彰 
国立台湾科技大学 
電子計算機工程学科 
特聘教授 

 

課題名 

日本側 
研究代表者 

所属・役職 課題概要 
台湾側 

研究代表者 

4 

高効率 AIシ
ステム向け
SiC MOSFET
用 AI制御ア
クティブ
ゲートドラ
イバの開発 

舟木 剛 
大阪大学 
大学院工学研究科 
教授 

本研究は、AIデータセンター向けの高電圧直流
給電に対応した高効率・低 EMI
（Electromagnetic Interference）ノイズ・高
信頼な電力変換回路の実現を目的とする。高速
動作可能な SiC MOSFETを用い、スイッチング損
失、サージ電圧、電磁ノイズ、熱ストレスによ
る信頼性劣化といった課題に対し、AI を用いた
ゲート駆動制御により多目的最適化を図る。台
湾大学は、AI制御に適した構造の 800Vクラス
SiC MOSFET を TCAD により設計・試作し、ゲート
電圧の応答モデルを構築する。大阪大学は、再
構成可能なデジタルアクティブゲートドライバ
を開発し、AIによる制御シーケンス最適化を通
じて、損失・ノイズ・信頼性の改善を実証す
る。日台両チームの連携により、次世代電源制
御技術の確立を目指す。 

李 坤彥 
国立台湾大学 
基礎海洋工学科 
教授 
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課題名 

日本側 
研究代表者 

所属・役職 課題概要 
台湾側 

研究代表者 

5 

熱と電気の
連成シミュ
レーション
による UAV
用高速異種
AI チップの
インターコ
ネクトデザ
イン最適化 

李 相錫 
鳥取大学 
工学部 
教授 

本研究は、3次元や 2.5次元の異種半導体チップ
の性能や集積度において限界を与える原因の一
つである熱問題を解決することを目的とする。
本研究では無人航空機用異種チップを対象に熱
解析を行い、インターコネクト回路や電極のデ
ザインを最適化する。具体的には、日本側チー
ムは熱解析用シミュレーションモデルを、台湾
側チームは電気解析用シミュレーションモデル
を構築し、2つのモデルを結合する。結合された
モデルを用い、熱分布、熱伝達経路、時間的温
度変化などを明らかにする。日台両チームの共
同研究により得られた結果を通して AI チップを
含む異種チップの性能向上が期待される。 

趙 昌博 
国立陽明交通大学 
電機工程学系 
講座教授 
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国際科学技術協力基盤整備事業 

「日本‐台湾研究交流」評価委員（日本側） 一覧 

 

氏名 所属 役職 備考 

金山 敏彦 産業技術総合研究所 名誉リサーチャー 研究主幹 

池田 誠 東京大学 大学院工学系研究科 教授 アドバイザー 

石橋 孝一郎 電気通信大学 名誉教授 アドバイザー 

岩室 憲幸 筑波大学 数理物質系 教授 アドバイザー 

小泉 憲裕 電気通信大学 大学院情報理工学研究科 准教授 アドバイザー 

小林 英津子 東京大学 大学院工学系研究科 教授 アドバイザー 

斎藤 英雄 慶應義塾大学 理工学部 教授 アドバイザー 

高木 信一 帝京大学 先端総合研究機構 特任教授 アドバイザー 

高柳 万里子 
東芝デバイス＆ストレージ株式会社 半導体事業部 

シニアフェロー 
アドバイザー 

竹中 充 東京大学 大学院工学系研究科 教授 アドバイザー 

田邉 孝純 慶應義塾大学 理工学部 教授 アドバイザー 

羽生 貴弘 東北大学 電気通信研究所 教授 アドバイザー 

別紙 2 
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馬場 寿夫 
応用物理学会 フォノンエンジニアリング研究会 会

員 
アドバイザー 

堀尾 喜彦 帝京大学 先端総合研究機構 特任教授 アドバイザー 

森 健策 名古屋大学 大学院情報学研究科 教授 アドバイザー 

森江 隆 九州工業大学 大学院生命体工学研究科 特任教授 アドバイザー 

雪田 和人 愛知工業大学 エコ電力研究センター 教授 アドバイザー 

 ＊敬称略、アドバイザーは五十音順、所属・役職は評価終了の時点 
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国際科学技術協力基盤整備事業 

「日本‐台湾研究交流」新規課題の採択に関して 

 

1．趣旨・目的 

本研究交流は、JST と NSTC との合意に基づき、戦略的に重要なものとして両者の間で設定した協力

分野「AIシステム構成に資するナノエレクトロニクス技術」における研究交流を実施することによ

り、日本と台湾との科学技術分野における協力および日本の科学技術の将来の発展に資することを

目的としています。 

 

2．募集領域 

「AIシステム構成に資するナノエレクトロニクス技術」領域に関する研究交流の課題とします。 

 

3．応募資格 

日本国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者であることが必要です。日本と

台湾において進行中の研究が強化され、さらに付加的な価値が創出される研究交流を対象とします。 

 

4．支援期間（研究期間） 

3 年間 

 

5．支援の内容 

1 課題あたり、総額 1,800 万円/3年間を上限とします（間接経費 10％を含む）。 

 

6．選考方法 

日本側は JST の研究主幹およびアドバイザーが、台湾側は NSTC の評価委員がそれぞれ独自に評価

を行い、その結果をもとに JSTと NSTCが協議を行って支援課題を決定しました。 

 

7．審査にあたっての評価基準 

以下の基準を適用しました。 

（1）事業の趣旨および対象分野への適合性 

（2）研究代表者の適格性および現在の研究活動 

（3）研究の有効性 

（4）研究計画の妥当性と相乗効果 

（5）人的交流の有効性および継続性、計画の妥当性 

 

 

参考 


